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みみより情報①「さとやま楽校 案内人の教室」参加者募集中です。

安曇野ふるさとづくり
応援団

応援団と国営アルプスあづみ
の公園が昨年度から協働で開催
しているさとやま楽校。国営公園
内や堀金岩原＆穂高牧地区を
フィールドに、安曇野の魅力を知
り伝え方を学ぶ「案内人の教室」

が7月11日にスタートします。県
元気づくり支援金事業として行う
土曜午前の6回講座で、フィール
ドワーク主体に楽しみながら学ぶ
ことができます。今年度は楽しく
伝えることに主眼をおいた初級と

いう位置付けで、受講者には国
営公園の年間パスポート支給と
いう特典もありますので、気軽に
ご参加いただければと思います
。詳しくは案内チラシをご参照く
ださい。（宮崎）

みみより情報② 今年も「安曇野暮らしセミナー」を開催します。

今年度も東京２回、大阪１回を
予定しています。東京の一回目
は６／２０(土)、有楽町・交通会
館にあるふるさと回帰支援セン
ターに於いて開催予定です。

また、大阪では１１月、２回目
の東京は１月頃を予定していま
す。詳しくは案内チラシをご参
照ください。（横田）

みみより情報告③ 「ふるさとさんぽ 2015春」開催中！（ふるさとウォッチ

ングのリメイク版）

～穂高狐島地区～

去る５月１０日に実施された第
16回安曇野ふるさとさんぽでは、
八面大王伝説が色濃く残る穂高
狐島地区を歩きました。昔から高
瀬川と穂高川の氾濫に悩まされ
てきた狐島。坂上田村麻呂に追
い詰められ白狐に変身して逃げ
てきた八面大王とその手下の狐
たちが打ち取られた場所と言わ
れています。今でこそ八面大王
は大和政権の横暴に抗した地元

民の首領だったという説が主流
になっていますが、かっては民を
苦しめる強盗や兇徒の類として
伝承されてきました。この伝説に
最初に異議を唱え、八面大王の
復権を訴えたのが高橋四郎とい
うアメリカ帰りの狐島出身の人で
した。彼が主唱して大正時代に
建立されたのが八面大王の社で
す。

八面大王ゆかりの社と白狐神
社を起点に、先人の知恵と苦労

で安曇野でも屈指の豊かさを誇
る狐島地区を散策しました。（川
崎）

この５月から６月にかけて、過去
におこなったウォッチングのリメイ
ク版、「ふるさとさんぽ2015春」を
開催してます。５月１０日には「八

面大王伝説の里・穂高狐島地区」
、同１７日には「千国街道と歴史の
里・豊科吉野地区」で行いました。
さらにこの６月２１日には「道祖神

と御柱の里・三郷北小倉地区」、
同２８日には「烏川渓谷と里山・堀
金岩原地区」でそれぞれ開催しま
す。只今申込み受付中です。

前回の様子☞



報告① 「安曇野暮らし移住体験ツアー」が市主催で開催され、当応援

団も全面協力しました。

新市庁舎４階の展望デッキから市内を
望む

報告② 平成27年度総会を開催しました。

応援団の平成27年度総会が5
月19日に穂高神社参集殿で開
催され、昨年度の事業報告と決
算、今年度の事業計画と予算が
承認されました。今年度は従来か
ら行っている「ふるさとウォッチン
グ」「ふるさとさんぽ」「安曇野暮ら
しセミナー」に加えて、7～9月に

県元気づくり支援金事業として行
う「案内人の教室」、10～11月に
市制10周年協働事業として行う「
旧5町村リレーウォーク」等、多彩
な事業が盛り沢山です。また、来
年2月に応援団設立10周年を迎

えるにあたり、NPO法人認定の申

請と記念イベントも計画中です。
今年度も応援団の活動に是非参
加ご協力をお願いします。
（宮崎）

去る３月２９日、初めての移住体
験ツアーが、市の主催で開催され
ました。参加者は８名、近くは小布
施、遠くは和歌山からの参加者も
あり、限られた時間でしたが、安曇
野暮らしをイメージしていただけた
ようです。
ふるさとづくり応援団のメンバー
で、移住10年で等々力区の区長
になられた鈴木さんの案内で区の

紹介、望月さんの紹介でまちなか
の分譲地、さらに山麓の別荘地を
見学しました。あいにく北アルプス
は雲の中でしたが、新庁舎の展望
デッキより安曇野市中心街を一望
していただきました。
今年度は来年2月頃に計画をし
ています。（横田）

報告①「第21回ふるさとウォッチングを穂高・牧地区にて開催しました。

去る4月26日(日)、「第21回ふるさ
とウォッチングin安曇野」が開催さ
れました。今回の会場は穂高牧
地区。昨年秋に開催するはずだ
った同回は台風の影響を受けて
史上初の中止となり、今回はその
リベンジマッチとなったわけです
が･･････。中止となった反動とで
もいうべきか、当日は好天に恵ま
れたのですが、“春の穏やかな”
などという形容がまったく相応しく
ないほど天気がよすぎて気温が
上がってしまい、コースの高低差
が大きかったこともあって参加さ

れた皆さんもちょっと大変だった
模様。それでも国営アルプスあづ
みの公園を起点に園内にある古
墳を勉強したり、コース上に点在
する道祖神を鑑賞したり、牧地区
公民館では古幡館長が用意して
くださった地区の古写真などを解
説付きで見学したりと、バリエー
ションに富んだ内容を体験できま
した。次回ふるさとウォッチングは
10月開催予定。今度はどの地区
を巡ることになるか、乞うご期待
！（高松）

「ふるさとパートナー」更新のお願い 《重要》

平成26年度「ふるさとパートナー」の会員期限は3 月末で終了し、平成27年度の継続には年会費1,000

円が必要となります。更新手続きが未了の方は、同封のご案内を確認の上、是非会員の継続をお願い

します。尚、6月末までに会費の納入が確認できない場合は、パートナ通信の発送を停止させていただく

ことになりますのでご了承ください。

総会には国営安曇野公園の管理責任者
や安曇野市役所の担当課長にも来賓とし
て参加いただいた。


